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近年、リゾートや区画整理事業による開発が広ぐ行われる中で、産業・学術・

住宅の共栄を図ちた1開発を1目指す木花地区は、清武町へかけて宮崎学園都市遺跡

群をはじめとして数多くの遺跡が発見され、発掘調査がなされてぉります。

今年度は、県営のほ場整備事業を契機に西ノ原第 2遺跡の発掘調査を行い、縄

文時代、弥生時代、古墳時代、古代にまたがる重要な発見があ―りましたので、本

書にて報告いたします。

また、宮崎市では、本年 7月 に考古・ 歴史・民俗i神話を展示する「みやぎき

歴史文化館」の開館を予定しており、本書―と共に広く皆様に活用いただければ幸

です。

平成 4年 e月

宮崎市教育委員会

教育長 柏木崎  敏
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1.本書は、宮崎市教育委員会が、平成 3年

日～平成 3年 8月 17日 に実施した西ノ原第

口

1月 7日 ～平成 3年 3月 29日 、平成 3年 6月 28
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3.本書の執筆は、中山が行 った。

4.掲載図面の実測、製図、図版の作成は中山、米良、椎、が行った。

5。 写真撮影は、中山が行 った。

6.本遺跡出土遺物は、宮崎市教育委員会で保管している。
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I.は じめ に

1.遺跡 の位置 と環境

西ノ原第 2遺跡は加江田川と清武川にはさまれ、日向灘近 くに形成された清武、木花段丘

の東端部の、宮崎市大字熊野字西ノ原に位置している。

本遺跡は、宮崎における旧石器時代から近世までの複合遺跡としてよく知られている宮崎

学園都市遺跡群、縄文時代から弥生時代の遺跡である車坂・山下遺跡、縄文時代から古代の

遺跡である西ノ原地区遺跡、前方後円墳を含む木花村古墳に近接している。また、熊野地区

は、延喜式に見られる「救麻駅」の比定地と考えられており、本遺跡との関係が注目される。

特に、昭和59年 に行われた西ノ原地区遺跡の調査では、縄文時代前期、後期の上器、弥生

時代終末期の住居跡、古墳時代中期 (5世紀前半)の住居跡、 9世紀後半から10世紀前半に

比定される焼成上坑、焼成土坑に先行する9世紀代の土師器が出土している。特に、焼成上

坑の上器は、箆切り技法である点と高台付き坑の底部に中心部に向けて放射状に指頭調整を

加える技法が良く残され、需給関係をつかむ手掛かりになると指摘されている。

2.調 査 に至 る経緯

熊野土地改良区では、宮崎県の補助により畑地の区画整理を行うこととなり、当該地の文

化財の有無照会が宮崎市の耕地課から文化振興課へ提出された。文化振興課では、計画地が

西ノ原地区遺跡の隣接地であるうえ、宮崎学園都市遺跡群にも近接することから分布確認調

査を行ったところ、ほぼ全域において遺物の散布が見られた。

このため、県文化課によって平成元年 6月 に遺構の確認調査が行われ、縄文時代から平安

時代の遺構、遺物が確認された。この結果をもとに市耕地課と工事区域、工法等の調整を図

り、 2年度にまたがる国庫補助事業として、発掘調査を行うこととなった。

▲
▼

-1-



韻 い 図 　 日 ヽ 嗣 耐 郵 宵 醐 図

― ］ ―
与

1 
山

内
石
塔
群

2.
下

田
畑

遺
跡

3 
赤

坂
遺
跡

4 
小

山
尻

西
石
塔
群

5 
浦

田
遺
跡

6 
入
料

遺
跡

7 
小

山
尻
東

遺
跡

8.
田

上
遺
跡

9 
堂

地
西
遺
跡

10
.平

畑
遺
跡

11
.堂

地
東

遺
跡

12
.熊

野
原

遺
跡

13
.犬

の
馬

場
遺
跡

14
 
前
原

西
遺
跡

15
 
前
原

北
遺
跡

16
.前

原
南

遺
跡

17
.陣

ノ
内
遺
跡

18
 
車

坂
城
跡

19
.木

花
遺
跡

20
 
今

江
城

跡

21
.西

ノ
原

地
区
遺
跡

22
 
木

花
古
墳

＼ゝヽ
ざ 一４ ４ ア 一 ４ ア ／́
／

一 一 　 ａ

― ― ■ ‥ Л

●



●

欝
弱

栞
~――

一一イー

|‖ |ヮ

賜

1‐     1"

1      11       1

ミ
♂

励

〉

，．
　

ん
一　

　

卜
●

〓ェＡ【！上．η）〉

「ギ」「「ィヽ
・！

√

―
― 判

・  ,  
“

▲
▼

第 2図 西 ノ原第 2遺跡発掘調査図
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Ⅱ.調 査 の 記 録

1.調査の概要

当調査では、県文化課が試掘調査を行った際に設定した南から北へ向かってA、 B、 Cの

3区の分割を踏襲している。

A区は、西から東にゆるやかに傾斜した畑地である。

B区 は、一段高い尾根部である。

C区 は、北側に広がるテラス状の区域で西から東にゆるやかに傾斜している。

当調査区の基本土層は、

1層 表土 (耕作土) Ⅱ層 黒色土  Ⅲ層 アカホヤ  Ⅳ層 硬質の黒褐色土

A怪属だ薫誰はⅥ層の潜厘土宜乾って頼詩監琴諦I乙え写二丞万庵祭撞Й  I  ●
て行 く。B区ではV層の暗掲色土、 C区 ではⅢ層のアカホヤしか残 っていない。

Ⅱ層の黒色上では、上部で古墳時代以降の遺物、下部で縄文時代後期の遺物が出上 し、V

層の暗掲色土で、縄文時代早期の遺物が出土 している。

2.検 出遺 構

仕)A区

①  l・ 2区

1・ 2区では、表土を剥いだ段階でⅣ層の硬質の黒褐色土に掘 り込まれた溝状遺構 と上坑

を検出した。

溝状遺構は、幅や深さ方向に規則性が見 られず用途不明である。出土遺物は砕片ばかりで

あるが布痕を持つものが含まれていた。

掘才抵ζ洸写盟オ
・
f素坊写樫な鼻法騒葎象奮茎尋写FttFも

のである。溝状遺構を切る形で
  ●

また、縄文時代の早期の集石が 2基検出された。共にレンズ状の掘 り込みの中に礫がつま

った状態であり、埋土に微小な炭が混入 していた。

② 3区
3区では多数のPITと 溝状遺構及び溝状遺構に切 られた 1号住居を検出した。

PITは 直線的に並ぶものも見 られたが、掘立柱の遺構 とするには面積的にできなかった。

遺物は細片がほとんどであるが糸切 り底のナ不が出土 している。

溝状遺構は黒色土を埋土 としており、布痕土器片や箆切 り土師器のlTh片などが出上 してい

る。但 し性格等は確認できなかった。

1号住居は溝状遺構 と試掘 トレンチに壁の一部を切断されているが、間仕切 り壁を 3カ 所有

する 3.5■ × 5.42の 花弁状住居である。中央に 3回掘 り直 した感のあるPITを もち、 ミ

ニチュア土器が出土 した点が注 目される。
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③ 4区
4区の上層は、東側はⅢ層のアカホヤが若干残る程度であるが、西側に行くに従って基本

土層が現われるようになる。このことから、旧地形は、西側に傾斜 していたと考えられる。

また、黒色土層面で多量の上器片が出上したため、10れ 4方のグリッドを 1カ 所に設け精

査を行った。黒色土上層では、箆切り底、糸切り底の上師器、須恵器等が、同下層では、縄

文後期の上器 (貝殻文に沈線)が出上したが、グリッド内では住居等の遺構は検出出来なか

った。

当区では、溝状遺構と大型のPIT2基 (内 1基は溝状遺構に切られている)と 、同じく

溝状遺構に切られた 2号住居を検出した。

第 3図 A4区 出土状況
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―

溝状遺構は東西方向に 3本、南北方向に 1本検出された。黒色土を埋土としており、土師

器、須恵器、縄文土器の破片を包含 していた。東西方向の 3本の溝の内、南端の溝は、アカ

ホヤの下まで掘 り込まれ、他の 3本 とは差があるようである。

大型のPIT2基 は、直径 1れ 、深さ 1.2印 ほどのものである。遺物は検出されず、埋土

は黒色上であった。溝状遺構に上師器、須恵器、縄文土器の破片が混在 している点か らする

と縄文時代に属すると考え られる。その用途については、住居に近いことか ら貯蔵穴若 し

くは落 とし穴が考えられる。

2号住居は、黒色土から掘 り込まれた、径約 3.8印 の円形プランの竪穴住居である。東側

の一部に舌状の飛び出しが見 られるが、遺物の出土は無 く、本来付属 したものか後世の掘 り

込みかの区別はつかなかった。住居の壁に添って等間隔に並んだPITと 中央部に2基 PIT

CttBさ
轡≧

これらを柱穴 と考えるならば家屋の復元も可能であろう。

1・ 2・ 3区共に集石遺構が検出され、形態か ら次のように分類される。

1類 .レ ンズ状の掘 り込みを持つもの       (11～ 13ペ ージ写真参照)

① 掘 り込み全体に焼石が詰まったもの

② 掘 り込みの中心に焼石が見 られるが、PITの 壁 との間が空 くもの

③ 掘 り込み内に焼石の無いもの

2類 ,レ ンズ状の掘 り込みを持たないもの

① 円礫や破片が一面に広がったもの

② 円礫のみで構成されるもの

ここで問題となるのは、 1類 と2類の関係である。集石が、本来掘 り込みを持つものであ

り使用 した石の壊れ方に応 じ、順次石の交換を行 うならば、 2類の①は単なる廃棄物と考え

られる。この場合、 2類の②と 1類のものとは、用途において異なっていると考え られる。

●ご舟工編:乙聾侯据揉署争甲量4tえたξBどきみ掘:!を詈塗な!｀豊を穏F発オ祖ぼ詈
持つものか ら地面に炉状の石組を持つものへと変化 したことになる。

この分類は、形態のみの区分であり用途を考慮 していないため、土器の出土状況との関連

が今後の課題であろう。
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2類① 2類②

O C区

溝状遺構、掘立柱建物 2軒、竪穴住居 3軒を検出した。

溝状遺構は、長さ30× 35れ 、幅 1.2れ 程の長方形をしている。深さは、北狽Jが深 く約60節を

計るが、南側に行 くにつれて次第に浅 くなり、南辺では一部分が途切れた形になっている。

この断絶部が、後世の削平によるものか、本来南側に出入口が設けてあったためかは、判断

できなかった。また、北東部を上取 りで削 られているため全体の確認はできていない。

黒色土から掘り込まれているが、埋土にシラスを層状に含むことが特徴である。

掘立柱建物は、西側の溝状遺構に並行に 2× 4れ の もの 1軒、南側の溝状遺構に並行に

3.5× 4れ のものが 1軒、L字状に配置されている。

3号住居は、 3.5× 3.6れ 程の台形を呈する。溝状遺構に北側の壁を切 られ、削平により

壁 も余 り残 っておらず、遺物 も数少なかったが、丸底壺とノミ形鉄器が出上 した。

●  4号住居は、 3.8× 4.5η の台形を呈する。床面中央部に礫が点在 し、炭を含む凹みが検

出され、炉が中央にあったと考え られる。遺物では、小型丸底壺、高:不等のほか、月ヽ型の鉄

斧が出上 した。

5号住居は 5.5× 6.5れ の長方形であり、掘立柱建物に壁の一部を切 られている。土器片

と炭が入り混 じった状態で出上 し、炭の部分を検討 したところ建築材の形状を示 した。径40

clBの 扁平丸石が中央部に置かれたことに特徴があり、小型丸底壺、高jITh、 脚付鉢のほか不明

鉄器も出土 した。

竪穴住居と掘立柱建物、溝状遺構との関係についてであるが、 3軒の竪穴住居はその方向

性は一定で無いものの出土遺物より6世紀後半のものと考えられる。また、 3号住居は溝状遺

構に、 5号住居は掘立柱建物に切 られることより前後関係は明 らかである。掘立柱建物 と溝

状遺構については、溝と柱の方向性が一致する上、配置的にもバランスが良 く、溝を巡 らし

た館と考えられる。
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Iン ラス混入黒色土
Ⅲ黒色土
Ⅳ 黄帽色土混入黒色土
Vシ ラス

第11図  C区溝状遺構土層図
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第12図  C区 3号住居跡
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3.出 土 遺 物

縄文時代早期の遺物は、A・ B区 に見 られる。

上器は、調整に貝殻条痕、ナデ、 ミガキ的なものが見 られる。

施文は、以下のように分けられる。

縄文

押型文……………………………………………楕円、山形

貝殻腹縁文…………。i・・……….… ……………・連続、綾杉、山形

箆状工具によるもの……………………………・連続、綾杉

櫛状工具 (具殻)に よるもの…………………連続、綾杉

楔状の突帯………………………………………・具殻腹縁文を突帯間に施文

刺突

石器は、石鏃、石斧、スクレーパー、凹み石、石錘が出上 したが、一様にチップ、フレイ

クが出土する点は、土器の出土状況に類似する。

縄文時代後期の遺物は、A-4区 と2号住居に見 られる。

土器は、調整に貝殻条痕、ナデ、 ミガキが見 られる。

施文は、以下のように分けられる。

縄文………………………………………………・磨消 し縄文

貝殻腹縁文………………………………………・連続、沈線を加えるもの

箆状工具によるもの……………………………沈線

器形は深鉢 と思われ、日縁には山形のものも見 られ、突帯を有するものも多い。

石器は、石錘のみであった。

弥生時代

1号住居か らのものが殆どである。但 し、C区のアカホヤ上面で、中期の壷、甕、高郎が

出土 したことが注目される。                              1)
古墳時代

3・ 4・ 5号住居か らのものである。此の 3軒に共通することは、須恵器を持たないこと

であり、工具 と思われる鉄器を出上 したことである。

古墳時代以降

土師器では、箆切 りの不、筑 、糸切 りの部、内面黒色の上器、布痕土器、須恵器では胴部

破片であり、昭和59年に調査された西ノ原地区遺跡のものと同様である。

|

a
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A～ C区土器観察表

番 号 出 土 地 器  種 焼 成 胎 上 色 調 調 整 文 様 備   考

I A-1 鉢
瑯

深

ロ
良

lm以下の砂粒及び05m以下の石英粒を含む

内外とも掲色

内一ナデ

外一押型文

2
鉢

部
深
胴

lm以下の砂粒を含む

内外とも暗赤褐色

内―ナデ

外―より糸状

3
鉢
部

深

胴

l師以下の石英粒及び黒色の光る砂粒を含む

内一黄褐色  外―淡茶褐色

内一ナデ

外一押型文

4
鉢

部
深

胴

2加以下の砂粒を含み、1駆以下の石英粒を微量

禽空暗褐色 外一茶禍色

内一ナデ

外一縄文

5
鉢
部

深
胴

2駆未満の砂粒を含み、05廟以下の石英粒を微

島

皇

君 色   外
一

淡 茶 褐 色

内 一ナデ

外 ―押型文

6
鉢

部

深

胴

2加以下の砂粒を含む

内一暗褐色  外―黄褐色
内一ナデ

外一押型文

7
鉢

部

深

胴

1伽以下の砂粒を含む

内外とも暗褐色

内一ヨコナデ

外―押型文

深 鉢
口縁部

2m以下の砂粒を含み、石英粒、金雲母を微量合

む  内外とも褐色  一部嗜褐色

内一ナデ

外―貝殻腹縁文

鉢

部
深
胴

2阿以下の砂粒及び lm以下の金雲母を含む

内外とも褐色

内一ヨヨナデ

外―貝殻腹縁文

鉢

部縁

深

口

2駆以下の砂粒を含み、1嗣以下の金雲母を微量

禽衆とも灰褐色
内一不明

外―クシ状工長による綾杉文

鉢

部
深

胴
るY絡】♀魃基豊富客薇萱轡愁

下の石英粒及び 内一ヨヨナデ

外 ―クン状工具 による綾杉文

鉢
部

深

胴

2加以下の砂粒を含み、 1師未満の金雲母を微量

禽空暗掘色  外―黄褐色

内一ナデ

外―クシ状工具による綾杉文

鉢

部
深

胴

2駆以下の砂粒を含み、細かい金雲母を微量含む

内外とも暗褐色

内一ナデ

外―クン状工長による綾杉文

14
鉢

部
深
胴

2加以下の砂粒を含み石英粒をごく微量含む

内外とも褐色

内一ナデ

外―クシ状工具による絞杉文

鉢

部
深

胴

1阿以下の砂粒を含み、細かい金雲母を微量含む

内一暗褐色  外一茶褐色
衆=兌豆

状工具によるタテ方向

深 鉢
口縁部

細砂粒を含む

内外とも暗褐色

内一ナデ

外―尼房李ァ尚亀髪状
工具によ

深 鉢
口縁部

2m未満の砂粒及び1励以下の石英粒を含む

内一褐色  外一淡褐色
るよに具工状

文
シ
施

デ
ク
向

ナ

方ヽ

コ
ゴノ
テ

ヨ

ナ

タ

一　
一

内
外

深 鉢
口縁部

細砂粒及び微細な石英粒を含む

内外とも黄褐色
舟三

宮]李万尚盈髪
状工長によ

鉢

部

深

胴

2師以下の砂粒を含み、石英粒を微量含む

内外とも茶褐色
冗
=之豆

状工長によるタテ方向 (綾杉状 )

鉢

部

深

胴

2翻以下の砂粒を含み、微細な金雲母を少量含む

内外とも暗褐色

内一ヨコナデ

外―ナデ、貝殻文 (押 引)
(綾杉状)

深 鉢
口縁部

1励未満の砂粒及び 15師以下の金雲母を含む

内一暗茶褐色  外一褐色

肉― ヨコナデ

外 ―ナデ、刺突列点文
(綾杉状)

鉢

部
深

胴 禽聖鰺隅 各

量に含み、細か 金ヽ雲 内 一ナデ

外 ―条痕

鉢

部
深
底

1伽以下の砂粒を含む

内外とも褐色

内一ナデ

外―不明

鉢
部

深
底

2m未満の砂粒を含み、細かい石英粒を微量含む

内一灰褐色  外―淡褐色
内外 ともナデ

l    o

瘍    a
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番 号 出 土 地 器  種 焼 成 胎  土  ・  色  調 調 整 文 様 備 考

A-2 深 鉢
口縁部

良
2m以下の砂粒及び lm以下の石英粒を含む
内外とも撮色

内 一ナデ

外 一押型文

鉢
部縁

深

ロ 攀 誉轟 摯

抄 量含み、細か 石ヽ軸 をごく
内外とも押型文

鉢
部

深
胴

響愁
粒を少量含み、 1師未満の石英粒をごく微量

内外とも褐色
内外とも押型文

28
鉢
部

深
胴 貧彗検霙亀瞥

粒を
貝全抜芸拮雹

満の石英粒を微量内一ナデ

外一押型文

29
鉢
部

深
胴

2伽以下の砂粒及び1翻以下の石英粒を含む
内外とも淡褐色

内一ナデ

外―押型文

鉢

部

深

胴 魯慇
以下の砂粒を含み、1腕以下の石英粒を微量

内一淡茶褐色  外―赤掘色

内一ナデ

外一押型文

深 鉢
口縁部

2伽以下の砂粒及び石英粒を含む

内外とも淡黄褐色
内一ヨコナデ

外―ナデ、押型文

鉢
部縁

深

日

2 mfl以 下の砂粒及び石英粒を含む
内外とも褐色

内外とも押型文

鉢
部

深
胴

細砂粒を含み、石英粒を微量含む
内外とも淡褐色

内一ナデ

外―押型文

鉢
部

深
胴

禽昇誉意君轡

粒を含み、1阿以下の金雲母をごく 内一ヨヨナデ

外一員殻腹縁文

鉢
部

深
胴

1前以下の砂粒及び金雲母を含む

内一褐色  外―茶褐色
内一ナデ

外一員殻腹縁文

鉢
部縁

深

ロ

2励以下の砂粒を含み、細かい金雲母を微量含む
内外とも褐色

内一ナデ

外―クン状工具による綾杉文

深 鉢
口縁部

2m以下の砂粒及び1翻以下の石英粒を含む
内外とも淡褐色

内一ヨコナデ

外―クン状工具による綾杉文

鉢
部縁

深

日

2阿以下の砂粒を含み、金雲母を微量含む
内外とも褐色

内一 ヨコナデ

外―クシ状工具 による綾杉文
穿 孔

鉢
部縁

深

ロ

3駆未満の砂粒を含む

内一暗褐色  外―褐色
内一ナデ
外―クシ状工呉による綾杉文

深 鉢
日縁部

2師以下の砂粒を含む

内一暗褐色  外―淡褐色
内一ナデ

外―クシ状工呉による綾杉文
穿孔

鉢
部

深
胴

1師以下の砂粒を含み、金雲母を微量含む
内一暗褐色  外―撮色

内一ナデ

外―クシ状工具による綾杉文

鉢
部

深
胴

2師以下の砂粒を含み、石英粒を微量含む
内一暗褐色  外―淡茶褐色

内一ナデ

外―クシ状工具による綾杉文

鉢
部

深
胴

き懇
以下の砂粒を含み、細かい石英粒をごく微量

内外とも褐色

内一ナデ

外―クン状工長による綾杉文

鉢
部

深
胴

3前以下の砂粒を含む
内一暗茶褐色  外一茶褐色

内一ナデ

外―クシ状工具による綾杉文

鉢
部

深
胴

1血以下の砂粒を含む
内一褐色  外―黄褐色

内一ナデ

外―クシ状工具による綾杉文

深 鉢
口縁部

l mfI以下の砂粒を含み、観かい石英粒を微量含む
内一淡責撮色  外―暗褐色

内 一ナデ

外 ―クシ状工具 による綾杉文

深 鉢
口縁部

1阿以下の砂粒及び石英粒を含む

内外とも褐色
内一ヨヨナデ

外―クシ状工具による綾杉文
穿孔

鉢
部

深
胴

2加以下の砂粒を含み、微細な石英粒を微量含む

内一暗掲色  外―茶褐色
内一ナデ

外 ―クン状工具による綾杉文
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番 号 出 土 地 器  種 焼 成 土 色 調 調 整 文 様 備 考

A-2 鉢
部

深
胴

良
1爾以下の砂粒及び2即未満の金雲母を含む

内外とも褐色

内一ナデ

外―クシ状工具による綾杉文

鉢

部
深

胴

1伽未満の砂粒を含む

内一暗赤褐色  外一赤褐色

内一ナデ

外―クン状工具による綾杉文

鉢

部
深

胴

1皿以下の砂粒を含み、金雲母を少量含む

内外とも褐色

内一ナデ
外―

絶髪
状工具によるタテ方向

深 鉢
口縁部

2m以下の砂粒を含み、細かい金雲母を微量含む

内外とも黄褐色
界三房ラ泰至具によるタテ方向

施文

深 鉢
日縁部

1腕以下の砂粒を含み、金雲母を微量含む

内一暗褐色  外―褐色

内 一ヨヨナデ

外 ―条痕

深  鉢

日縁部

細砂粒及び1師未満の石英粒を含む

内外とも暗褐色
衆正ケラ状工具によるタテ方向

施文

深 鉢
口縁部

細かい石英粒及び砂粒を含む

内外とも淡褐色

内一ナデ

外一条痕

深 鉢
口縁部

細砂粒を含み、1加以下の金雲母をごく微量含む

内一茶褐色  外―褐色

内一ナデ

外―刺突列点文

57
鉢

部
深

底

2側以下の砂粒を含み、金雲母を微量含む

内外とも褐色
界三ケラ状工具によるタテ方向

施文

58 A-3 甕

口縁部

3前未満の砂粒を含む

内外とも茶褐色

内 一 ア^
　
ヽ
デ

ナ
デ
ナ

コ

ナ

コ

ョ

指

ョ

指オサエ

外 ―
外面煤付着

甕
口縁部

05～ 30阿の砂粒を含む

内外とも淡褐色

内一不明

外―ヨヨナデ

甕
口縁部

2師以下の砂粒を含み、1加以下の石英粒を微量

禽寮とも褐色
内外ともヨコナデ

甕
日縁部

2m未満の砂粒を含む

内一暗褐色  外一褐色
内外ともヨコナデ

甕

口縁部

2師未満の砂粒を含み、金雲母をごく微量含む

内外とも褐色

内一不明

外 ―ヨコナデ
凸帯

甕
回縁部

3加以下の砂粒を含む

内一暗褐色  外―淡赤褐色

内一ナデ

外 ―示明

甕
底 部

25m以下の砂粒を含む

内一灰褐色  外一茶褐色
不 明

壷

底  部

1師以下の砂粒を多量に含む

内一淡黄褐色  外―黄掲色
不明

高台付婉
lm未満の砂粒及び石英粒を含む

内一黒  外―褐色

内一ミガキか

外―ヨコナデ

高台付塊
1印未満の砂粒及び微細な石英粒を含む

内外とも橙褐色

内一ナデ

外― ヨコナデ

高 台付塊
細砂粒及び石英粒を含む

内一褐色  外一橙褐色

内一不明

外 ― ヨコナデ
内 一煤付着

高台付婉
lm以下の砂粒を含む

内外とも灰褐色

内一ナデ

外―ヨコナデ

高台付塊
1駆未満の砂粒を少量含む

内外とも淡橙褐色
内外 ともヨコナデ

高台付婉
2m未満の砂粒を含み、細かい石英粒をごく微量

禽勒 褐色  外―淡橙褐色

内一不明

外―ヨコナデ

境
1即未満の砂粒を少量含む

内外とも淡橙褐色
内外 ともヨコナデ 底―ヘラ切り

ａ
ロ

■

電
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番 号 出 土 地 器  種 焼 成 胎  土  ・  色  調 調 整 文 様 備 考

A-3 邸
一

良
細砂粒を少量含む
内外とも淡褐色

内外 ともヨコナデ 底―糸切り

尖底上器

胴 部

3加以下の砂粒を含む
内一暗褐色  外一橙褐色

内一布痕

外―ナデ

尖底土器

胴 部

05腕～60師大の砂粒・砂礫を含む

内外とも淡褐色

内一布痕

外―不明

鉱 錦
胴 部

3m以下の砂粒を含む

内一茶褐色  外―灰褐色
内一布痕
外―不明

須恵器
胴 部

細砂粒を含む
内一灰褐色  外―赤

内一平行線文
外―格子目文叩き

器
部

意須
胴

1加未満の砂粒を少量含む

内外とも灰色
衆三透写督養品會番上をナデ消

し、沈線

須恵器

胴 部

細砂粒を少量含む

内一灰色  外一青緑色

内一同じ円文

外一格子目文叩き
緑釉

80
鉢

部
深

胴

2加以下の砂粒をかなり多量に含み、金雲母を少

岳全僧褐色  外―褐色
衆
=参
り瑛王贄尼ユ芝テテ方向

P-2 ,不
虫伽未満の砂粒を含む
内外とも淡褐色

内外ともヨコナデ 底一糸切り

A-4
深 鉢

日縁部

1嗣以下の砂粒及び石英粒を含む

内一赤褐色  外一褐色

内一ナデ

外―条痕
外―煤付着

深 鉢

口縁部

3孤未満の砂粒を含み、細かい石英粒を含む

内一淡褐色  外―茶褐色

内一ナデ

外 一条痕 、員殻腹縁文

深 鉢

日縁部

1駆以下の砂粒及び石英粒を含む

内外とも茶褐色

内一ナデ

外―条痕、貝殻腹縁文
外面に煤付着

深 鉢

日縁部

2加未満の砂粒を含み、微細な石英粒を少量含む

内外とも茶褐色

内一ナデ

外―条痕、員殻腹縁文

山形の日縁部

部に凸帯

深 鉢

□縁部

1加以下の砂粒及び石英粒を含む

内一褐色  外―暗茶褐色

内一ナデ

外一員殻腹縁文

凸帯、外面に

煤付着

鉢

部縁

深

口

細砂粒及び lm未満の石英粒を含む

内外とも赤褐色

内一ナデ

外一員殻腹縁文
凸帯

深 鉢

口縁部

細砂粒を合み、微細な石英粒を微量含む

内一茶褐色  外一黒褐色

内一ナデ

外一員殻腹縁文

89
鉢

部縁

深

日

1腕未満の砂粒及び石英粒を含む

内一暗茶褐色  外一暗褐色

内一ナデ

外―条痕、貝殻腹縁文
凸帯

90
深 鉢

口縁部

細砂粒及び lm未満の石英粒を含む

内一褐色  外一暗茶褐色

内一ヨコナデ

外―貝殻腹縁施文後に沈線
凸帯

深 鉢

口縁部

2m以下の砂粒を含み、05師以下の石英粒を微

量合む  内一暗茶褐色  外一暗褐色

内一ナデ

外―貝殻腹縁施文後に沈線
凸帯
外面煤付着

深 鉢

口縁部

1励未満の砂粒を含み、石英粒を微量含む

内一茶褐色  外―褐色

内一条痕

外―貝殻腹縁施文後に沈線

深 鉢

口縁部

2m未満の砂粒及び05励以下の石英粒を含む

内一茶褐色  外―褐色

内一ヨコナデ

外―貝殻腹縁施文後に沈線

鉢

部縁

深

口

2m以下の砂粒及び細かい石英粒を含む

内一茶褐色  外―赤褐色

内一ヨコナデ

外一員殻腹縁施文後に沈線

鉢

部

深

胴

細砂粒及び石英粒を含む

内一赤褐色  外―暗赤櫛色

肉―ナデ

外R殻 腹縁施文後 に沈線

鉢
部

深
胴

2師以下の砂粒及び lm以下の石英粒を合む

内一淡掘色  外―淡赤偶色

内一不明

外―貝殻腹縁施文後に沈線



番 号 出 土 地 器  種 発 成 胎 土 色 調 調 整 文 様 備 考

A-4 鉢

部

深
胴 良

細砂粒を含み、05珈以下の石英粒を少量合む
内一暗褐色  外―茶掲色

内一ナデ

外―貝殻腹縁文施文後に沈線

深 鉢
口縁部

lm未満の砂粒及び石英粒を含む
内外とも赤褐色

内一ヨコナデ

外―ナデ
口唇部押圧文

鉢

部

深
底

細砂粒及びユ師未満の石英粒を含む
内外とも茶褐色

内一ナデ

外 ―押圧文

鉢

部

深

胴 き怒
以下の砂粒をやや多量に含み、石英粒を少量

内外とも褐色

内一ナデ

外―磨消縄文

鉢

部

深

胴
貪鶴 瞥

好罐 暮紳
軸 ‐ 飾 内一ナデ

外―磨消縄文

鉢

部

深
底

1加未満の砂粒及び石英粒を含む
内外とも茶褐色

内一ナデ

外 ―条痕

B-1 鉢

部

深

胴
細砂粒を含む
内外とも淡褐色

内一不明
外―条痕

鉢

部

深

胴
1阿以下の砂粒を含み、石英粒を微量含む
内外とも黄褐色

内 ―ナデ

外 ―条痕

鉢

部

深

胴
各愁

未満の砂粒を含み、 2阿以下の金雲母を微量

内外とも暗褐色

内一ナデ

外―条痕

深 鉢
口縁部

2阿以下の砂粒を含む
内外とも淡褐色

内一ナデ

外一押型文

深 鉢
口縁部

2駆以下の砂粒及び05m以下の石英粒を含む
内一暗黄褐色  外―黄褐色

内一不明
外―押型文

鉢

部縁

深

ロ
1師未満の砂粒を含み、石英粒を微量含む
内外とも暗茶褐色

内―ナデ
外―

昌啓
腹縁施文後にクサビ形

深 鉢
口縁部

2阿以下の砂粒を含む
内外とも褐色

内一ナデ

外一ヘラ状工具による綾杉文

深 鉢
口縁部

1加以下の砂粒を含み羊田かい石英粒を微量含む
内外とも褐色

内一 ヨコナデ
外 一

絶髪
状工具 によるタテ方 向

深 鉢
口縁部

細砂粒を含む
内外とも黄褐色

内一ナデ

外―押圧文

鉢

部

深
底

赦雪督憲
の砂粒を含み、2m以下の金雲母をごく

内外とも褐色

内一不明

外―ナデ

鉢

都

深

底

2阿以下の砂粒及び細かい石英粒を含む
内外とも淡褐色 内外 ともナデ

B-2 深 鉢
口縁部

き各
以下の砂粒を含み、2阿未満の石英粒を少量

内一淡褐色  外―淡黄褐色

内一ナデ

外―条痕

鉢

部

深

胴
自轡恋

満の砂粒を含み、 5～ 7加の砂礫をごく微

内一暗褐色  外一褐色

内一ナデ

外一押型文

鉢

部

深

胴

2励以下の砂粒を含み、細かい金雲母を微量含む
内外とも褐色

内一不明
外―押型文

鉢

部

深

胴

lm未満の砂粒を含み、金雲母を微量含む
内一暗褐色  外―褐色

内一ヨコナデ

外一ヘラ状工具による山形文

鉢

部

深

胴 禽鼻誉磯

含み、lm以下の金雲母をごく 内一ナデ

外―ヘラ状工具による綾杉文

鉢

部

深

胴

1爾未満の砂粒を含み、石英粒をごく微量含む
内外とも茶褐色

内一不明
外―条痕後に貝殻腹縁文

深 鉢
国縁部

2師以下の砂粒を含み、金雲母を少量含む
内外とも灰褐色

内一 ヨコナデ外―なモ射矢示号
による

-38-―



番 号 出 土 地 器  種 焼 成 胎 土 色 調 調 整 文 様 備 考

B-2 深 鉢
口縁部

良
細砂粒を含む

内外とも褐色

内一ヨヨナデ

外一員殻腹縁による綾杉文

B-3 鉢

部縁
深

口

2m以下の砂粒を含み、1阿未満の金雲母を微量

禽:黒褐色  外―褐色
内一ヨコナデ

外―押型文

深 鉢
口縁部

細砂粒及び石英粒を含む

内一淡褐色  外一黄褐色
内一ナデか

外―押引

鉢

部
深
胴

細砂粒及び石英粒を含む

内外とも淡偶色

内一ヨヨナデ

外一条痕後に貝殻腹縁文

鉢

部
深

胴

2翻以下の砂粒を含む

内一淡褐色  外―淡茶褐色
内一不明
外―条痕

鉢
部

深
胴

2師未満の砂粒を含み、微細な石英粒を微量含む

内外とも淡褐色

内一不明

外一条痕

C 塊 豊躍轡悪
の砂粒及び05跡以下の石英粒をやや多

内外とも淡橙褐色
内外ともヨコナデ

底―ヘラ切り

後ナデ

塊

15m以下の砂粒を含み、5m以下の砂礫をごく

衡曇衰蓬褐色 外一淡褐色
内外ともヨコナデ

lm以下の砂粒を含む

内外とも灰褐色
内外ともヨコナデ

底―ヘラ切り

後ナデ

塊 未満必吾
晏措

をと奪ゑ量各懇
以下の砂礫及びlm

内外ともヨヨナデ

高台付塊
2前未満の砂粒及び徴細な石英粒を含む

内外とも淡褐色
内外ともヨコナデ

壷

底 部

2m以下の砂粒及び 1師以下の石英粒を含む

内一橙褐色  外―茶褐色

内一示明

外―指オサエ

壷

底 部

lm以下の砂粒を含む

内一黄褐色  外―橙褐色
不 明

憂

底 部

3m以下の砂粒を含む

内一淡橙褐色  外―淡褐色

内一示明

外―ナデ

ミニチュフ

土 器

2血以下の砂粒を含み、微細な石英粒を少量含む

内一灰褐色  外―淡褐色
内外 ともナデ

壷
底 部

2師以下の砂粒を含み、石英粒を少量含む

内外とも褐色

内一不明

外―ナデ

鉢
4師未満の砂粒を含む

内一淡褐色  外一掘色

内一ナデ
外一ハケロ

ー部その上をヨコナデ

高台付塊
1腕以下の砂粒を含む

内一淡橙褐色  外―淡褐色
内外ともナデ

塊
細砂粒を含む

内外とも淡褐色
内外 ともヨコナデ

底―ヘラ切り
の後ナデ

腕
2師以下の砂粒を含む

内外とも淡褐色
内外 ともヨコナデ 底 ―ヘ ラ切 り

塊
lm未満の砂粒を含む

内外とも淡橙褐色

肉―ナデ

外 ―ヨヨナデ

甕
3阿必下の砂粒及び微細な石英粒を含む

内一淡褐色  外―淡橙褐色
内外 ともナデ

甕

底  部

3m以下の砂粒を含む

内一黒褐色  外一淡褐色

内一ナデか

外―ナデ
外面煤付着

甕
05～ 50mの砂粒、砂礫をかなり多量に含む

内一淡茶褐色  外―淡褐色

内一不明

外一不明、一部にナデ痕



番 号 出 土 器 器  種 焼 成 胎  土   ・  色  調 調 整 文 様 備 考

C
ミニチュア

壷
良

1加以下の砂粒を含む
内外とも灰褐色 内外ともナデ

ミニチュア

甕
4阿未満の砂粒を含む
内一灰褐色  外―淡橙褐色 内外ともナデ

高 す不
2跡以下の砂粒を含む
内外とも暗赤褐色

内外ともミガキ
ロ唇部はヨコナデ

朱塗りの

可能性あり

高 ナ不 2m以下の砂粒を含む
内外とも褐色  一部明茶褐色

よ不部―内外ともミガキ

脚部一界Ξ冬雰?指ナデ 透かし残存 3

推定 4

高 :不
2師未満の砂粒を含む
内外とも淡褐色

内外とも
ヨコナデの上を縦のミガキ

壺

顕  部

2阿未満の砂粒を含む
内一灰褐色  外―淡謁色

内一ナデ

外―ヨコナデ 内面煤付着

甕
日縁部

3加以下の砂粒を少量含む
内外とも淡褐色

内一ヨコナデ

外―ナデ

甕
口縁部

細砂粒を少量含み、1爾以下の石英粒を微量含む
内外とも淡褐色 内外ともヨコナデ 外面煤付着

甕
口縁部

2師未満の砂粒をかなり多量に含む
内外とも淡黄褐色

内一ヨヨナデ

外―ナデ

甕
底 部

3廟未満の砂粒を含み、微細な石英粒を微量含む
内外とも褐色

内一ナデ

外 ― ミガキ

甕
底 部

1～ 4爾の砂粒を少量含む
内一褐色  外―糖褐色

内一ナデ

外―不明

甕
底 部 吉舜:ぞ善書

3砂
粒をやや多量に合み、微細な石

内外ともナデ 外面煤付着

壷

底 部 島壁猪逐豊瞥舞と涙君各
量に合み、 lm未満の石

内外ともナデ

壷
2血以下の砂粒及び1加以下の石英粒を含む
内外とも淡褐色

内一ナデ

外―不明、一部ナデ
黒変部分あり

甕
日縁部 き慇

以下の砂粒を含み、6阿大の砂礫をごく微量

内外とも淡褐色

肉― ヨコナデか

外 ―不明

甕
口縁部

2腕以下の砂粒を含む
内外とも淡褐色

内一ヨコナデ

外―ナデ

甕
回縁部 る懇

未満の砂粒を含み、2腕以下の金雲母を微量

内外とも褐色

内一ナデ

外 ―ヨコナデ

甕
口縁部

2m以下の砂粒を含み、4血大の砂礫を微量含む
内外とも淡橙褐色 内外ともヨコナデ

甕
口縁部

3腕以下の砂粒を含む
内外とも淡褐色

内一不明

外―ヨコナデ

甕
口縁部

2加以下の砂粒をやや多量に含む
内外とも淡掲色 内外ともヨコナデ

壷

底 部

ユ阿未満の砂粒及び石英粒を含む
内一灰褐色  外―淡撮色 内外 ともナデ

甕
底 部

3爾以下の砂粒を含む
内外とも淡褐色

内一不明

外 ―ナデ

lm以下の砂粒を含む
内外とも淡茶褐色 内外ともヨコナデ

婉
05～ 30mの砂粒を含む
内一黒  外―淡褐色

内一丁寧なナデ
外―ナデ
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A～ C区石器観察表

番 号 出土地 器  種 材  質 所 見

1 A-1 石  鏃 黒 曜 石 全長 2.4 clB、 側辺の打ち欠きによる突起が著しい

2 現長 1,6伽 、先端より1/3の部分で欠損、側辺は鈍い

全長 1.5c12、 亀の甲状を呈 し、離面は剥離面を残す。

金長 2.5伽 、先端から l cll程 側辺部と片石を欠損。

チ ャ ー ト 全長 3.0印 、大型であるが、側辺の造りは鈍い。

A-2 流 紋 岩 全長 2.5伽 、両側辺の突起も細く鋭利である。

弁 ャ ー ト 現長 2伽、先端部を欠損、側辺の突起に突損が多い。

頁 岩 全長 2.6 clm、 細長く基部が肥厚する。側辺は直線的である。

流 紋 岩 現長 1.8 clll、 先端部を欠損、側辺は細かく鋭い突起がある。

チ ャ ー ト 現長 2.8師 、先端と片石を欠損、足の付け根に打ち欠きを行う。

頁 岩 全長 2.0釦 、片石を欠損、先端及び側辺の加工は細かし

B-1
現長 2.2銅 、先端及び片足先を欠損、側辺加工は大きく、基部の

造りは浅い。

流 紋 岩 全長 2.3 clB、 平基で厚みのある点は他と異なる。

C 頁 岩 全長 2.2伽 、側辺の加工は細かく、両面とも中央部を研磨する。

黒 曜 石

(白 色)

現長 1.8銅 、先端部を若千欠損、小型で丁寧な造り。

A-1 石  斧 頁 岩
長さ 5 clBの 正方形に近い。現形では石斧として小型であり、破損後
石錘に転用か ?

現長 4.3c12、 刃部は明瞭に形成されていないが、破損が見られる。
16と は別用途と思われる。

A-2
ス ク レー

″ヾ ― チ ャ ー ト 長軸 55銅、短軸 4.7c12、 ほぼ全面に破損が見られる。

A-4 凹   石 砂 岩
全長15帥 、上、下面に敲打痕が見られる。側面は砥石として使用し、
先端に若干敲打がある。

石  錘 全長 5,7伽、75g、 打ち欠きが小さし

全長 8伽 、140g、 打ち欠きが短辺全面へ及ぶ。

B-2 凹  石
長軸 9.5師 、短軸 8伽で両面共に 1師の凹を有する。側辺は全面
的に敲打痕が残る。

C 石  鍾
全長 45c12、 60g、 打ち欠きが短辺全面に及び、直線的になってい

る。
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住居跡土器観察表

番 号 出 土 地 器 種 焼 成 胎  土  ・  色  調 調 整 文 様 備 考

1--1 1号住居跡 霊 良好
1加以下の砂粒及び石英粒を含む
内一褐色  外―暗褐色

内一ナデ

外―ハケロ
刻み入り凸帯

外面煤付着

2 甕
2m以下の砂粒を含む

内一褐色  外―黒褐色
内外ともナデ 外面煤付着

3 甕
3m未満の砂粒及び 1師未満の石英粒を含む
内一黄tSt  外―黒褐色 内外ともナデ 外面煤付着

4 甕
3阿未満の砂粒をやや多量に含む

内一淡褐色  外一淡黄褐色
内一ナデ

外 ―ハケロ

刻み入り凸帯

外面煤付着

5 甕
2励未満の砂粒を含む

内一淡褐色  外―暗責褐色
内外 ともナデ

刻み入り凸帯

外面煤付着

6 甕
2師未満の砂粒を含む
内一褐色  外一暗褐色

内一ナデ

外―ハケロ
亥1み入り凸帯

7 甕
2駆未満の砂粒及びlm以下の石英粒を含む
内一黒tBt  外―褐色

内一不明

外―ハケロ
内面煤付着

ミニチュア

甕
彗響恋

満の砂粒を含み、05m以下の石英粒を微

内一淡灰褐色  外―淡黄褐色
内外ともナデ

9 甕
lm以下の砂粒を含み、細かい石英粒を微量含む
内外とも褐色

内一不明
外―ナデ

内外とも煤付

着

理

口縁部
各慇

以下の砂粒を含み、2阿未満の金雲母を少量

内外とも暗褐色

内 一ヨコナデ、ハ ケロ

外 ―ヨヨナデ

ミニチェア

壷

1駆未満の砂粒を含む
内外とも暗褐色 内外ともナデ

士軍
禽彗横君魯

砂粒

環こ亀と

lm未満の石英粒
与
懲量 内一不明 (一部ヨコナデ)

外―ミガキ、ハケロ痕
黒変部分あり

2-1 2号住居跡
深 鉢

口縁部

1加未満の砂粒及び微細な石英粒を含む
内外とも暗褐色

内一ナデ

外―ナデ、貝殻腹縁文
外面煤付着

深 鉢

回縁部

2駆以下の砂粒を含み、微細な石英粒を微量含む
内外とも茶褐色

内一ナデ

外―ナデ、貝殻腹縁文
凸帯

深 鉢

口縁部

2励未満の砂粒を含み、微細な石英粒も微量含む
内一茶褐色  外―黒褐色

内一ナデ

外―ナデ、貝殻腹縁文
外面煤付着

4
深 鉢

口縁部

1腕以下の砂粒及び微細な石英粒を含む
内外とも褐色

内一ナデ

外―ナデ、貝殻腹縁文
穿孔

外面煤付着

深 鉢

口縁部

1前以下の砂粒及び微細な石英粒を含む
内一灰褐色  外―褐色

内一ナデ

外―ナデ、員殻腹縁文後に沈線

深 鉢

口縁部

細砂粒及び微細な石英粒を含む
内一黒褐色  外一褐色

内一ヨコナデ

外―ナデ、員殻腹縁文後に沈線

深  鉢
細砂粒を少量含む

内一褐色  外―黒褐色
内一ナデ

外―ナデ、貝殻腹縁文後に沈線
外面煤付着

深 鉢

回縁部

細砂粒及び微細な石英粒を含む
内外とも褐色

内一ナデ

外―ナデ、貝殻腹縁文後に沈線

深 鉢

日縁部

lm以下の砂粒を含む

内一黒褐色  外―茶褐色
内一ナデ

外 ―沈線
凸帯

深  鉢

口縁 部

3m未満の砂粒を含む

内外とも黒褐色
内一ナデ

外一員殻腹縁文
凸帯

11
深 鉢

口縁部
畳轡愁

下の砂粒を含み、05加以下の石英粒を微

内一黄褐色  外一褐色

内一ナデ

外一員殻腹縁文後に沈線
凸帯

深 鉢

口縁部

05翻以下の砂粒を含む

内一褐色  外―黒褐色
内一ナデ

外―ナデ、員殻腹縁文



番 号 出 土 地 器  種 焼 成 胎  土  ・  色  調 調 整 備 考

2号住居跡 深  鉢 良好
2阿未満の砂粒を含む

内一褐色  外―暗褐色
内外ともナデ 外面煤付着

鉢

部
深
胴

3m未満の砂粒を含む

内一茶褐色  外―黒掘色
内一ナデ

外一貝殻腹縁文沈線
凸帯

鉢
部

深
胴

2腕以下の砂粒を含み、 lm未満の石英粒をごく

終曇彙君色  外一褐色

内一ナデ

外 ―条痕

鉢

部

深

胴
細砂粒及び微細な石英粒を含む

内一黄褐色  外一褐色
内一ナデ

外―条痕

鉢

部
深
胴

lm以下の砂粒を含み、微細な石英粒も微量含む

内外とも褐色
内一ナデ

外 ―条痕

甕
底 部

ユ伽未満の砂粒を含み、微細な石英粒を少量含む
内外とも暗褐色

内外 ともナデ

甕
底 部

2翻以下の砂粒を合み、05駆以下の石英粒を微

島β名色 外暗褐色 内外ともナデ

3-1 3号住居跡 壷

1師以下の砂粒を含む

内一褐色  外―褐色一部明茶褐色

内一ナデ

外―丁寧なナデ
朱塗りの可能
性あり

2
口筋嘲I

3駆以下の砂粒を含む

内外とも褐色
内外ともナデ

3
郭
一部

高

脚

1加未満の砂粒及び微細な石英粒を含む

内外とも黄tSt
内外 ともナデ

4-1 4号住居跡 士電

3師未満の砂粒を含む

内一暗茶褐色  外―茶掘旧

内一不明

外―ナデ
外面煤付着

2
甕

日纏日I

2腕未満の砂粒を含む

内外とも褐色
内一ナデ、指オサエ

外―ナデ

3 甕
畳督愁

リ ツ剋 τ百参、 υう師И nワ徊只租 笹タ

内外 とも褐 色
内外ともナデ

刻み入り凸帯

外面煤付着

4
饗

底 部

3師未満の砂粒を含む

内一赤褐色  外―茶褐色
内外 ともナデ

5 甕

1腕以下の砂粒を多量に含む

内外とも淡褐色
内一ナデ

外―ハケロか

6 器 台
2師未満の砂粒を含む

内外とも明茶褐色
内外ともナデ、ハケロ

朱塗りの可能

性あり

7
小型丸底

壷

細砂粒をかなり多量に含み、微細な石英粒を少量
含む
内外とも淡橙褐色

内一ヨコナデ、指オサエ

外―ナデ

8
小型丸底

壷
岩霙愁憲縁量督急

やや多量に含み、05m以下の
内一黄褐色  外一淡褐色

内外 ともナデ

9
1嗣未満の砂粒を含み、微細な石英粒を微量含む

内外とも淡褐色
内外ともナデ

J迎却義
2m以下の砂粒をかなり多量含む

内一黒褐色  外―淡橙褐色
内一ナデ

外―不明

11 高 ナ不

2加以下の砂粒をかなり多量に含み、1師以下の
石英粒を少量含む
内外とも淡褐色

内外ともナデ

高 '不 査費と電桟整篭魯悲
なり多勲こ含釈l15m邪 内一上下の指ナデ、ヨコナデ

外一削り、ナデ

高 ナ不 鵞舜と睡錢}な
り多量に含み、α5m以下内一上下の指ナデ、ヨコナデ

外―ヨコナデか

5-1 5号住居跡 壷

lm以下の砂粒をかなり多量に含み、05励以下

内互賽皆色
少量

寡空淡褐色

内一ナデ、ハケロ

外―夕ヽケロ
外面煤付着



番 号 出 土 地 器 種 焼 成 胎 土 色 調 調 整 備 考

5-2 5号住居跡 脚付鉢 良好 注ぞ雰畳客を
粒をかなり多量に含み、微細な石英

内一淡褐色  外―淡赤福色

内一不明
外―ナデ

内外ともに煤
けた部分あり

高 '不
lm未満の砂粒及び微細な石英粒を含む
内外とも淡橙褐色 舜Ξて雰と奈

覆当響ヂ芸
上下に

朱塗りの可能

性あり

高 ナ不
2伽以下の砂粒及び微細な石英粒を含む
内外とも淡茶褐色

内一上下の指ナデ、ヨコナデ

外―丁寧なナデ
朱塗りの可能

性あり

高 ユ不
3師未満の砂粒を含む

内外とも褐色
内一丁事なナデ

外―ナデ

小型丸底
壷 貪轍縫

蜘
究と盤誕

軸をかなり姓に内一ハケロ
外―ナデ、一部にハケロ痕

外面煤付着

7
小型丸底

壷

2m以下の砂粒を含む

内一褐色  外―灰褐色
内一不明

外―ナデ

小型丸底

壷

2師未満の砂粒を含む

内一淡橙褐色  外―淡黄褐色
内外 ともナデ

9 高 lTh
2阿未満の砂粒を含む

内外とも淡橙褐色
内外ともナデ

霊
底 部

3航以下の砂粒を含む

内一淡橙裡旧  外一淡褐色
内外 ともナデ

11
甕

底 部

3嗣以下の砂粒を含む

内一灰褐色  外報 色 内外ともナデか

壷

底 部

2嗣以下の砂粒を含む
内外とも淡橙褐色

内一不明

外―ナデか

壷

底 部

4阿未満の砂粒を含む

内一暗褐色  外―褐色
内一不明

外―ナデ

壷
底 部

2師以下の砂粒を含む

内外とも淡褐色
内一ナデ

外―ナデ、指オサエ

壷
底 部

1腕未満の研粒を含み、細かい石英粒を微量含む
内一褐色  外―暗褐色 内外ともナデ 外面煤付着

住居跡石器 鉄器観察表

番 号 出 土 地 器 種 材 質 所 見

住-1 2号住居 石 錘 砂 岩 全長 8.5 clB、 1609、 表面中央にタール状のものが付着。

住-2 全長 7.69n、 659、 縦長で打ち欠きは小さい。

住-3 ＆
た

長
し

全
土 息器を農迭ぎ

｀ほぼ円形をしている。床面で 1れ程離れて出

住-4 4号住居 支 脚 軽 石
高さ 8 clv、 789、 内面に煤が付着 し、底面に 7ケ 所穴があいてヒ
る。

住-5 5号住居 台 石 頁 岩
全長35clE、 両面共中央部に敵打痕が見られる。住居中央にあり、何
らかの作業台と思われる。

1 3号住居 ノ  ミ 鉄 働
　
。

２２．５務
長
が

全
着

205,、 ほぼ完形と思われる。中央に木質のような付

2 4号住居 不  明 現長 5 clB、 159、 ヤリガンナの先端の可能性がある。

3 手 斧 現長 6 clE、 229、 先端部を欠損。

4 5号住居
ヤリガンナ

(?) 現長469n、 49、 薄手のヤリガンナか? 刀子の可能性もある。



Ⅲ.終わりに

西ノ原第 2遺跡は、学園都市遺跡群の一部を構成するものであるが、今回の調査 と昭和59

年の調査から、この枝丘陵の利用の一端を知ることが出来た。

縄文時代早期には、丘陵の中でも比較的小高い部分を使 った生活が営まれるが、住居を作

った定住か、移動生活の中の 1地点かは不明である。後期になると住居が作 られ、石錘を利

用 した生活が営まれる。

弥生時代の中期には、丘陵北側に墓域若 しくは住居の有 った可能性があり、南側の後期の

花弁状住居が検出された一帯は、中、後期を通 して居住されていたと思われる。

弥生時代の終末ごろから、住居は丘陵上のみならず裾野にも広がり始め、古墳時代になり、

前方後円墳を含む木花村古墳を形成するだけの、人口の増加と権力者の出現を示 している。

okた、 6世紀後半の丘陵北側における住居の出現は、新たな階層の出現の可能性を有する。

奈良時代の遺構は確認されていないが、熊野地区は延喜式に見 られる日向16駅 の うちの

「救麻」に比定されており、その前段階としての繁栄が想像される。

平安時代の10世紀を前後する頃には、丘陵上の溝を巡 らせた館を中心に、丘陵周辺の平地

に建つ住居や土器焼成上坑が存在 し、律令制から荘園制への移行期における、里長 (豪農)

を中心 とした自給自足的農村社会の在 り方を窺わせる。

以上のように此の丘陵の略史を握めたが、清武町や学園都市遺跡群を含めた全体像を握め

ることが、これからの課題 として残されている。
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Al・ 2区溝状遺構

A-1区 出土状況

A-2区 出土状況
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1号住居跡床面
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響響牌甲晋義―導鞠

B-2区 出土状況一②

B-3区 出土状況一①

B-3区出土状況一②



C区全景

3号住居訪と溝状遺構



3号住居跡出土状況

3号住居鉄器出土状況

4号住居跡出土状況
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4号住居土器出土状況

4号住居焼礫出土状況

5号住居出土状況

上
嬢



5号住居土器出土状況

5号住居炭出土状況

5号住居床面



溝状遺構

掘立柱建物―①

掘立柱建物一②



A～ C区出土土器 (1)
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A～ C区出土土器は)



t玉二:
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A～ C区出土土器(3)
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A～ C区出土土器14)



A～ C区出土土器(0



A～ C区出土上器脩)



住居跡出土土器 (1)
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住居跡 出土土器は)
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A～ C区・ 住居跡出土石器 (1)



A～ C区・ 住居跡出土石器12)
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住居跡出土鉄器
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